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▶地域社会の繁栄に　『貢献』　する

▶�地域社会から　『信頼』　される�

信用金庫を目指す

▶�働きがいのある職場の　『実現』を�

目指す

経 営 理 念

　平素より、呉信用金庫に対し、格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

　ここに第99期（2023年度）の業務の状況を取りまとめましたので、ご高覧いただき、ご理解を賜ります 

ようお願い申し上げます。

　中期経営計画「『100周年、そしてその先へ』〜地域の課題解決への挑戦〜」の最終年度となる2023 年度は、 

「地域金融機関としてお客さまや地域の難局へ伴走して立ち向かい、活力ある地域社会の実現」「自己の成長と 

ともに達成感を一層味わうことができる職場の実現」「100周年、さらにその先も安定した金庫経営の実現」を 

目指して業務運営に取組んでまいりました。

　法人・個人事業者のお客さまには、伴走型支援の取組みを加速させるための訪問体制を構築し、業務提携

先との連携による経営課題の解決、成長支援、人材紹介事業などを通じた本業支援へ積極的に取組みました。

さらに経営改善が必要なお客さまには、外部専門機関等を活用した事業再生支援に努めました。

　また、タブレット端末により入出金時の伝票記入が不要となる「営業店窓口支援システム」を導入開始 

したほか、個人のお客さまには、送金サービス「ことら送金」の取扱開始や新NISAの提案など、お客さまの

利便性向上や資産形成のお手伝いに取組んでまいりました。

　こうした中、2023年度の業績は、貸出金は11期連続で増加し4,756億円、預金積金は７期振りに減少し8,048

億円となり、当期純利益を11億円計上することができました。

　このほか、社会貢献として、サッカー、バレーボールなど各種スポーツ大会を主催、一般財団法人くれしん 

芸術文化財団を通じた地域の文化・芸術活動の振興など幅広い活動に取組みました。

　これからも地域の皆さまに寄り添った「伴走型」の営業活動に磨きをかけ、2025年９月に迎える創立 

100周年、そしてその先の時代に向けて更なる地域社会の活力と成長に貢献できるよう役職員一丸となって 

取組んでまいります。

　引き続きご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ

（2024年3月31日現在）

設 立 大正14年9月

本 店 呉市本通2丁目2番15号

会 員 数 57,760名

出 資 金 27億円

預 金 積 金 8,048億円

貸 出 金 4,756億円

店 舗 数 43店舗（うち1出張所）

営 業 地 区 広島県全域

常勤役職員数 546名

当金庫の概要

理事長
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2023年度の歩み
4月

5月

6月

8月

9月

「くれしん育英会」奨学生９名採用［4日］

e-dash株式会社と業務提携［17日］

「SDGs取組み支援サービス」開始［1日］

広島国際大学との包括連携協定締結［23日］

創業セミナー「話題の創業者に聞く、
創業時に知っておきたいこと！」開催［23日］

仁方支店新築建替えオープン［5日］

第98期通常総代会開催［14日］

信用金庫の日・交通安全街頭活動実施［15日］

“くれしんありがとうの手紙”が
「第26回信用金庫社会貢献賞(Face to Face賞)」を受賞［21日］

第28回くれしんママさんバレーボール大会開催［24日・25日］

「広島ぶちうまサミット」プロジェクト開始(共同記者会見開催)［3日］

呉市「キャリア・スタート・ウィーク
（中学生の職場体験）」実施［22日～24日］

くれしんキッズアカデミー
「はじめてチャレンジ！プログラミング教室」開催［26日］

呉信用金庫創立98周年記念　
第26回「くれしん笑芸会爆笑寄席」開催［27日］

オリジナルキャラクター「れもネコ」の
LINEスタンプ販売開始［2日］
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9月

10月

11月

12月

3月

第29回くれしんＵ-12サッカー大会開催［2日・3日］

「経営デザインシート」
活用セミナー開催［26日］

第25回地域活性化支援制度「幸運（グッドラック）」
助成金目録贈呈式開催（アクティブベースくれ）［7日］

第13回くれしんグラウンド・ゴルフ大会開催［14日］

「第17回くれしんありがとうの手紙」優秀作品表彰式開催［21日］

営業店窓口支援システム導入［16日］

「第5回新春書き初め展」表彰式開催［11日］

くれしん芸術文化財団特別講演会開催［12日］
（テーマ「驚異の超絶技巧作家たち」／美術史家 山下裕二氏）

「第9回 Ａrt Exhibition瀬戸内大賞」
　　入賞・入選作品展開催［7日～10日］

オリジナルキャラクター「れもネコ」のLINEスタンプ販売に
係る収益金寄附［12日］

地域の中学生から毎年募集している“くれしんありがとうの手紙”が、全国の�
信用金庫の中で、特に地域に根ざした活動を顕彰する「第26回信用金庫社会�
貢献賞(Face to Face賞)」を受賞しました。

当金庫は、地域に根ざし、地域経済の活性化を担う信用金庫としての使命を果たすため、
2024年度から新中期経営計画をスタートさせました。

UNITE（ユナイト）とは、「団結する」、「結束する」、「一体化する」
ことを意味し、当金庫と地域社会との共創・共生を表現しています。
また、役職員が一丸となって、地域社会と協力して新たな時代を創り�
出す、意欲を示しています。

“くれしんありがとうの手紙”が「第26回信用金庫社会貢献賞(Face to Face賞)」を受賞

「『UNITE  くれしん 』～共に創ろう新たな時代～」スタート
【中期経営計画】(2024年4月～ 2027年3月)

2月
2024年

UNITE

「第17回くれしんありがとうの手紙」優秀作品表彰式［12月21日］
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業績ハイライト

※事業性貸出先には、地方公共団体、金融機関向け貸出を含んでいません。

　預金積金は、給与・年金振込や口座振替など、基盤取
引の推進に取組むとともに、非対面チャネルの拡充に努
めたものの、公金預金の減少により期末残高は前期比
0.17％減少の8,048億円と７期振りに減少しました。

　地域のお客様からの信頼、信用のバロメーターである
個人預金の総預金に占める割合は77.7%となっていま
す。地域金融機関として、地域の個人のお客様を中心と
した預金業務を行っています。

預金者別預金残高構成比

8,048億円
預金積金残高

貸出金業種別残高構成比

　地域貢献のバロメーターである貸出金の93.5%は、
個人やさまざまな業種の中小企業をはじめ地域のお客様
に幅広くご利用いただいています。

貸出金残高

4,756億円
　貸出金は、伴走型営業を通じた金融支援や、ローンセ
ンターによる住宅ローンの推進等により、期末残高は前
期比4.30％増加の4,756億円と11期連続で増加しま
した。

事業性貸出先数

5,656先
　事業性の貸出先数は、ビジネス情報の提供や本業の支援
に積極的に取組むなど、経営上の課題解決に繋がる活動を
通して新規のお客さまとの接点を強化した結果、年間212
先増加の5,656先となりました。
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流動性預金 定期性預金

2024年3月末

8,052

2022年3月末

4,185

3,867

8,048

4,620

3,428

2023年3月末

8,063

4,383

3,679

預金積金の状況

貸出金の状況

個人
77.7％

一般法人
19.1％

金融機関
０．4％

公金
2.6％

製造業
7.3％

卸・小売業
6.3％ サービス業

7.4％

運輸・郵便業
4.2％

その他
2.9％

個人
39.8％

不動産業
19.8％

地方公共団体
   6.4％

建設業
5.5％
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損益の状況

当期純利益

実質業務純益

11億円

16億円

　当期純利益は、広中央支店建替にかかる特別損失を
計上したこともあり、前期比12.66%減少の11億43
百万円となりました。

　本業のもうけを示す実質業務純益は、経費の増加等
により、前期比19.75％減少の16億92百万円となり
ました。
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（単位：百万円）

2022年3月期 2023年3月期

実質業務純益

2,109

1,730

2024年3月期
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（単位：百万円）

2022年3月期 2023年3月期

当期純利益

841

1,308

2024年3月期

1,143

不良債権の状況（金融再生法ベース）

不良債権比率 不良債権額

3.85％ 183億円
　事業再生先への支援に取組んできた結果、不良債権額
は前期比7億円減少の183億円となりました。不良債権
比率は前期比0.34ポイント低下の3.85％となりました。
　なお、不良債権には、担保や貸倒引当金等により適切
に保全が図られており、備えは万全です。
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2023年3月末

4.19

不良債権額 保全額

2022年3月末

191
164

194
164

4.36

2024年3月末

3.85

183
162

不良債権比率

自己資本の状況

自己資本比率 自己資本額

11.42％ 496億円
　自己資本額は前期比2.08％増加の496億円となりま
したが、リスク・アセット等も前期比4.29％増加したこ
とにより、自己資本比率は前期比0.25ポイント低下し
11.42％となりました。国内業務のみを行う金融機関に
必要とされる基準4％（規制値）を大幅に上回っており、
健全性に問題はありません。
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自己資本額 自己資本比率

業績ハイライト
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第 99期決算状況

■ 貸借対照表　（2024年３月31日現在）
（単位：百万円）

（注）‌�記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 （注）‌�記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：千円）
■ 損益計算書　（2024年３月期）

科　　　　目 金　額 科　　　　目 金　額
（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

 現                     金 5,449 預 金 積 金 804,882 
 預         け         金 116,839 当 座 預 金 22,129 
 買  入  金  銭  債  権 75 普 通 預 金 419,794 
 有     価     証     券 259,708 貯 蓄 預 金 2,423 

国                   債 22,128 通 知 預 金 10,485 
地        方        債 84,507 定 期 預 金 335,706 
社                   債 84,043 定 期 積 金 7,144 
株                   式 1,879 そ の 他 の 預 金 7,198 
そ の 他 の 証 券 67,148 借 用 金 13,555 

 貸         出         金 475,688 借 入 金 13,555 
割　 引　 手　 形 1,961 そ の 他 負 債 2,372 
手　 形　 貸　 付 29,291 未 決 済 為 替 借 383 
証　 書　 貸　 付 426,023 未　 払　 費　 用 349 
当 座 貸 越 18,411 給 付 補 填 備 金 4 

 そ   の   他   資   産 5,600 未 払 法 人 税 等 190 
未 決 済 為 替 貸 249 前　 受　 収　 益 231 
信 金 中 金 出 資 金 4,399 払 戻 未 済 金 46 
未 収 収 益 673 払 戻 未 済 持 分 84 
そ の 他 の 資 産 277 職 員 預 り 金 286 

 有  形  固  定  資  産 9,289 リ ー ス 債 務 354 
建 物 2,169 資 産 除 去 債 務 25 
土 地 6,205 そ の 他 の 負 債 416 
リ ー ス 資 産 327 賞 与 引 当 金 337 
建 設 仮 勘 定 78 退 職 給 付 引 当 金 901 
その他の有形固定資産 508 役員退職慰労引当金 101 

 無  形  固  定  資  産 178 建 替 損 失 引 当 金 258 
ソ フ ト ウ ェ ア 125 睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 121 
その他の無形固定資産 53 再評価に係る繰延税金負債 1,016 

 前  払  年  金  費  用 349 債 務 保 証 204 
 繰  延  税  金  資  産 1,419 負 債 の 部 合 計 823,751 
 債  務  保  証  見  返 204 （ 純 資 産 の 部 ）
 貸　倒　引　当　金 △ 6,557 出 資 金 2,752 

うち個別貸倒引当金 (△ 5,184) 普 通 出 資 金 2,752 
利 益 剰 余 金 46,143 

利 益 準 備 金 2,784 
その他の利益剰余金 43,359 

特 別 積 立 金 42,050 
（機械化準備積立金） (100) 
当期未処分剰余金 1,309 

処 分 未 済 持 分 △ 15 
会 員 勘 定 合 計 48,881 
その他有価証券評価差額金 △ 6,998 
土 地 再 評 価 差 額 金 2,610 
評価・換算差額等合計 △ 4,388 
純 資 産 の 部 合 計 44,493 

資 産 の 部 合 計 868,244 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 868,244 

■ 剰余金処分計算書

科　　　目 金　　 額

当 期 未 処 分 剰 余 金 1,309,056,339 

利 益 準 備 金 取 崩 額 32,336,500 

剰 余 金 処 分 額 1,209,424,555 

普 通 出 資 に 対 す る 配 当 金 109,424,555 

特 別 積 立 金 1,100,000,000 

繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ） 131,968,284 

　信用金庫法第38条の2第３項の規定に基づき、2023年度の貸借対照表、
損益計算書及び剰余金処分計算書について、有限責任あずさ監査法人の
監査を受け、適正である旨の監査報告を受理しています。

（2023年4月1日から2024年3月31日まで）
（単位：円）

科　　　　目 金　額 科目 金　額

経 常 収 益 10,846,093 そ の 他 業 務 費 用 261,142 

資 金 運 用 収 益 8,910,699 国債等債券売却損 246,574 

貸 出 金 利 息 6,610,393 金融派生商品費用 0 

預 け 金 利 息 195,707 その他の業務費用 14,567 

有価証券利息配当金 2,021,301 経       費 6,989,793 

その他の受入利息 83,296 人      件      費 4,461,206 

役 務 取 引 等 収 益 1,477,146 物      件      費 2,282,872 

受 入 為 替 手 数 料 300,595 税               金 245,714 

その他の役務収益 1,176,551 そ の 他 経 常 費 用 320,448 

そ の 他 業 務 収 益 79,373 貸倒引当金繰入額 41,096 

国債等債券売却益 108 貸 出 金 償 却 119,006 

その他の業務収益 79,265 株 式 等 売 却 損 101,712 

そ の 他 経 常 収 益 378,874 その他の経常費用 58,633 

償 却 債 権 取 立 益 58,029 経 常 利 益 1,725,173 

株 式 等 売 却 益 277,927 特 別 損 失 271,290 

その他の経常収益 42,916 固 定 資 産 処 分 損 11,585 

経 常 費 用 9,120,920 減 損 損 失 1,704 

資 金 調 達 費 用 161,960 建替損失引当金繰入額 258,000 

預 金 利 息 150,431 税 引 前 当 期 純 利 益 1,453,883 

給付補填備金繰入額 1,476 法人税、住民税及び事業税 375,323 

借 用 金 利 息 6,337 法 人 税 等 調 整 額 △ 64,529 

金利スワップ支払利息 2,287 法 人 税 等 合 計 310,794 

その他の支払利息 1,428 当 期 純 利 益 1,143,088 

役 務 取 引 等 費 用 1,387,575 繰越金（当期首残高） 165,967 

支 払 為 替 手 数 料 104,411 当 期 未 処 分 剰 余 金 1,309,056 

その他の役務費用 1,283,163 

役　　　員
（2024年3月31日現在）

※1　�理事　大之木小兵衛、松尾俊彦、親谷順子は、信用金庫業界の「総代会の
機能向上策等に関する業界申し合わせ」に基づく職員外理事です。

※2　�監事 笠原英樹、山根直行は、信用金庫法第32条第5項に定める員外監事
です。

理 事 長
　　向　井　　淳　滋

理　　事
　　大之木　　小兵衛

専務理事
　　日　田　　克　也

理　　事
　　松　尾　　俊　彦

常務理事
　　岡　本　　　　淳

理　　事
　　親　谷　　順　子

常勤理事
　　蔵　本　　則　治

常勤監事
　　笠　原　　英　樹

常勤理事
　　片　山　　功一郎

監　　事
　　山　根　　直　行

常勤理事
　　髙　　　　文　雄

監　　事
　　山　村　　貞　夫

常勤理事
　　石　丸　　富　朗

※１

※１

※１

※2

※2
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